
夫
軍
園
甲
六
周

=
f
-
a事
冨
種
田
悟
抽
認
可
【
嘩
周
一
回

-
B
瞳
骨
》

牢テ電車E 日一- l'司-寸&'!'" .:'li:.宋日市苦

弘

司

剛

晶

薫

遊
興
視
の
若
干
問
題
・
・
'
・
・
・
・
・
法
皐
博
士

日
本
の
家
族
制
度
さ
民
法
・
・
・
・
・
交
串
博
士

競

売

勢
力
ミ
経
漕
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

2
土
博
士

徳
川
時
代
の
工
業
ご
商
業
資
本
・
・
・
判
例
都
士

米
の
卸
責
相
場

ε
小
責
相
場
芭
の
関
係
・
経
潜
畳
半
士

世
界
商
品
債
格
の
決
定
・
・
・
・
・
・
・
・
短
章
博
士

濁
逸
奮
税
制
の
崩
壊
さ
財
政
調
整
法
・
-
経
済
墜
土

時
属
理
論
の
一
考
察
・
・
・
・
・
・
・
・
・
終
済
鬼
平
士

拙

帽

鐘

邸

元
職
時
代
鯖
農
武
士
の
家
計
・
・
・
・
・
絡
事
博
士

統
計
拾
穂
抄
.•••• 

・
・
・
・
・
・
法
墜
博
士

正
司
考
棋
の
事
責
反
封
論
・
・
・

3

・
・
・
経
湧
皐
士

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

麓

韓

載

三 jji1t

浦戸

周正

行ま住

高

田

保

馬

V
3
ア
P
J

川
は

A
L
P
n
H

J
B
t
m土
宇

中

4
A一
百
周

谷

口

吉

彦

作

由

来

一

中

川

典

之

助

柴

田

敬

里

山

正

巌

財

部

静

治

堀

江

保

蔵



斯
く
の
却
く
、
多
く
の
填
太
利
一
訟
の
皐
者
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
闘
震
に
闘
す
る
快
除
理
論
は
、
支
持
さ
れ
難

〈
思
は
れ
る
の
で
め
る
。
そ
こ
で
我
々
は
、
彼
自
身
填
太
利
振
の
牒
時
間
の
一
人
で
品
り
且
つ
嘗
て
は
自
ら
メ
ン
ガ

ー
の
柏
駅
除
班
諭
ど
議
開
し

1
A康
的
限
即
位
引
献
し
の
思
扱
に
i
h
T

一
歩
pr-
川
げ
ぽ
准
め
た
所
の
ク
イ

l
ザ
ー
が
、
後
ド

其
の
挟
除
理
論
を
放
棄
し
て
新
に
提
唱
し
化
所
の
特
殊
の
蹄
麗
理
論
を
、
五
に
顧
な
け
れ
ば
な
ら
ね

u

ヲィ

l
ザ
ー
は
言
ふ
。
「
今
一
人
の
灘
師
が
或
る
野
獣
の
襲
撃
を
受
け
た
さ
す
る
。
ぞ
し
て
若
し
彼
が
手
許
に

残
っ
て
ゐ
る
弾
丸
で
そ
れ
ぞ
射
殺
し
得
な
い
な
ら
ば
彼
の
生
命
は
危
険
で
あ
る
ざ
す
る
。
・
:
-
(
斯
か
る
場
合
じ

は
)
銃
さ
弾
丸
さ
-
・
:
の
慎
値
の
総
計
は
命
中
の
債
低
に
等
し

F¥
ぞ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。
然
し
銃
又

は
弾
丸
の
慣
値
を
別
々
に
計
算
す
ろ
事
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
二
つ
の
未
知
数
で
あ
っ
て
、
ぞ
の
矯
め

に
は
只
一
つ
の
方
程
式
し
か
奥
へ
ら
れ
て
居
ら
な
い
。
偲
り
に
そ
れ
を
日
ぜ
四
?
を
以
て
示
し
、
命
中
の
債
値
を

百
三
す
る
な
ら
ば
、
(
実
の
場
合
じ
は
)
、
未
知
数
の
債
値
の
決
定
に
役
立
つ
ペ
き
も
の
ご
し
て
は
♂
+
司

H
5
0な

る
方
程
式
が
あ
る
丈
け
で
あ
九
o
」
「
乍
併
、
結
合
さ
れ
る
生
産
財
・
:
・
は
様
々
で
あ
っ
て
、
其
の
事
に
よ
っ
て
、

録

属

理
之丞^-

ロ冊

て
序
論

二
、
使
除
理
論
(
以
上
前
務
執
載
)

一一一

衡

均

説

苑

蹄
腫
理
論
由
一
考
察

I il 

の王里

考

察

一
、
均
衡
理
論

論

(
二
・
出
刃
)

四
、
結
論

第
三
十
一
巻

柴
七
二
三

田
第
五
競

も孜
一O
七

ロ伊明曹司... 
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d
h
u
h
-
t
u
k
m
t
i
ド
長
岩
H

説

蹄
麗
理
弘
前
白
一
考
察

苑

第
三
十
一
巻

士

四

第
五
時
抗

O 
J¥. 

各
生
産
財
の
別
々
の
作
用
を
恰
も
各
生
産
財
が
別
々
に
生
産
に
役
立
ち
侍
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
遊
離
す
る
事

が
出
来
る
様
に
な
る
。
:
即
ち
重
要
な
る
賓
際
の
事
情
を
充
分
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
各
生
産
財
の
別
々
の
効

果
を
通
営
に
計
算
し
得
る
だ
け
の
方
程
式
が
特
ら
れ
る
。
・
:
失
の
様
今
万
程
式
組
織
が
特
ら

川
市

L'hJ日州
1

¥
宇
品

怪
U
-
P
Uレ

J

?

t

れ
る
。従

う

τ
自
は
mu

y
は
印

叫
ん

U
+
ω
N
H
M
W
Cご

Z

は
切
さ
な
る
」
さ
。
然
る
に
咋
ノ
ィ

1
ザ
ー
に
よ
れ
ば
右
は
、

一
般
に
色
々
の
生
産

r
R
1
7
Z
H
H
d
c
 

J
F
三
十

r
u
g
-

Y
羽
ム
コ

L
Lヴ
」
庁
国
円
J
f
H
K
L
E
沈
ご
叫
2
4
D
貯
宵
1

…
E
-
5
T
H
-〉
巴
品
川
v

f

J

U

J

レ

)

!

ノ

)

日

噛

i
j
(
f
t
y
z
f
υ
F
I
F
E
3
1
/
f
-
f
j
L
t
T
-

ーと一

E
-
4
7臼
忠
一
万

LUF
卸一吾一明、

t
t
r
i
t
z
f
u一
び
♂
止
，
tB

特
殊
の
生
産
の
み
に
用
ひ
ら
れ
る
所
の
所
謂
「
特
殊
生
産
財
」
一
い
つ
い
て
は
更
に
、

F

「
特
殊
生
産
物
」
(
そ
れ
を
生
産

す
る
潟
め
に
特
殊
生
産
財
の
用
ひ
ら
れ
る
所
の
生
産
物
)
の
限
界
効
用
の
中
か
ら
‘
斯
く
し
て
算
出
さ
れ
わ
ん
費
用

効
用
(
費
用
生
産
財
の
効
用
)
を
引
き
去
り
、
礎
額
は
業
の
生
産
に
用
ひ
ら
れ
た
特
殊
生
産
財
に
踊
麗
さ
れ
る
。
:

;
(
而
し
て
)
若
し
色
々
の
特
殊
生
産
財
が
同
時
に
用
ひ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
等
の
諸
特
殊
生
産
財
の
特
殊
性

の
程
度
が
比
鞭
さ
れ
、
踊
属
に
際
し
て
は
、
特
殊
性
の
比
較
的
少
い
生
産
財
は
ぞ
れ
の
比
較
的
多
い
生
産
財
に
劃

し
て
恰
も
費
用
生
産
財
の
如
く
取
扱
は
れ
る
、
即
ち
(
特
殊
性
の
比
較
的
少
い
生
産
財
は
)
他
の
方
面
で
決
定
さ
れ

る
そ
れ
の
効
用
で
詐
債
さ
れ
、
(
そ
れ
等
の
諸
特
殊
生
産
財
全
膿
に
つ
い
て
蹄
属
さ
れ
る
債
値
穂
額
の
中
か
ら
、

先
守
)
引
き
去
ら
れ
る
事
に
な
る
。
特
殊
性
の
比
較
的
少
い
生
産
財
は
(
色
々
の
生
産
の
魚
め
に
他
の
生
産
財
ぎ
)

色
々
に
結
合
さ
れ
る
の
で
、
此
の
他
の
方
面
に
於
り
る
効
用
を
一
決
定
す
る
に
足
る
だ
け
の
方
程
式
は
常
に
輿
へ
ら

れ
て
ゐ
る
」

f

」
遮
ぺ
ら
れ
て
居
る
。

議
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ク
ィ

1
ザ

1
設

ド

謝

し

て

は

色

々

の

非

難

が

加

へ

一

ら

れ

て

ゐ

る

。

其
白
う
ち
、
て
「
生
産
過
程
に
於
け
る
生
産
財
の
機
能
は
、
掛
算
に
倣
ふ
も
白
で
あ
ヲ
て
、
決
し
て
加
算
に
徴
ふ
も
の
で
は
な
い
0

・
:
j
且
又
、

何
れ
白
生
産
財
白
方
が
他
よ
り
も
勝
っ
て
ゐ
る
と
言
ふ
様
な
事
も
決
し
で
言
ひ
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
d

」

と
言
ふ
非
難
、

一
一
、
「
ウ
ィ

1
4
1

の
方
程
式
は
直
接
に
は
、
主
+
古
川
】
号
P

"" 
十

伊』

H
同
3
3
u

品
目
市
+
印
E
H
U
き
と
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
〉
此
の
方
程
式
に
よ
っ
て
生
産

財
に
蹄
局
さ
れ
る
債
値

z
y
g
が
決
定
さ
れ
得
る
定
め
に
は
、
明
か
に
ニ
ワ
白
事
が
前
提
さ
れ
ね
ば
な

b
ぬ
。
即
ち
、

1
回
初
等
教
思
豆
、
b
言
ヲ
て

も
、

2
H
S
F
H
F
3
U
3
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
・
:
・
2

是
等
白
万
程
式
は

z
y
z
の
一
償
値
蹄
麗
と
は
離
れ
で
立
て

b
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
G

蓋
し
若
し
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
我
ι咋
は
阜
に
既
に
知
っ
て
ゐ
た
も
の
を
算
出
し
得
る
に
過
ぶ
な
い
か
、
b

-
。
然
る
に
此
の
こ
う
の
前
提

は
、
考
へ
λ
の
出
愛
知
と
し
で
常
然
恨
定
古
る
べ
き
一
般
的
場
合
に
は
、
決
し
て
同
時
に
典
へ
ら
れ
侍
る
も
の
で
は
な
い
。
.

何
と
な
れ
ば
、
均
衡

お過
る 干E
h 以
b 前
l向 。)十亡

於
て7

，.1 、

町
は

h

主、

引
は
目
“
主
片
品
守
し
い
も
の
で
は
な
〈
、

そ
れ
が
等
し
く
な
る
矯
め
に
は
蹄
居
が
前
挺
さ
れ
る
の
で

札
円
は
仇
と
、

ご
「
〈
刈
へ
ば
ヶ

t
l
f
p
ー
が
投
川
し
た
波
川
口
怖
心
機
な
場
合
に
司
、
川
淵
凡
一
崎
県
九
百
一
二
万
企
庁
が
快
Jf
て
も
「
企

主
将
一
日
ふ
伯
仲
畑
師
、

部
が
駄
目
に
な
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
ち
ら
の
債
低
も
命
中
の
償
値
に
等
し
(
、
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。
」
だ
》
ら
そ
れ
を
一
台
白
方
程

式
で
あ
ら
は
ナ
事
は
出
来
な
い
、
と
言
ふ
非
難
、
四
、
(
ウ
ィ
l
ザ

l
の
方
程
式
に
よ
ワ
て
)
宮
の
債
を
求
め
る
矯
め
に
は
我
キ
は
第
一
白
方
程
式
を

二
倍
し
、
此
の
新
し
い
方
程
式
を
第
二
の
方
程
式
か
ら
引
〈
。

国
側

+
U
N
H
日
三
)

然
し
な
が

b
、
止
の
事
は
明
か
に
不
舎
理
で
あ
る
。

臼

N
+
凶
山
首
な
ら
ば
二

ど

+
M
Z
H

望号

つ
の
生
産
財
由
緒
舎
の
結
果
た
る
生
産
物
を
意
味
す
る
で
も
あ
ら
う
が
、

日

刊

|

同

時

U

き

(
r
l
M
Z
は
止
の
際
何
を
意
味
す
る
で
あ
ら
う
か
。

そ
れ
は
明
か
に
不
合
理
で

あ
る
」
。
と
一
一
一
ロ
ふ
非
難
等
は
、
非
難
白
身
が
成
り
立
ち
得
な
い
撲
に
思
は
れ
る
。

主
マ
一
同
ふ
の
は
、
第
一
の
非
難
は
技
術
的
錆
麗
と
経
静
的
蹄
層
と
の
本

質
的
差
異
を
無
腕
す
る
事
に
よ
っ
て
始
め
で
生
じ
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
無
湖
す
る
事
は
許
き
れ
な
い
の
で
あ
り
、
旦
又
、
技
術
的
蹄
麗
と
し

て
も
比
四
非
難
の
前
提
ナ
る
様
な
仮
定
は
許
き
れ
な
い
の
で
あ
る
か
加
、
又
第
二
白
非
難
は
、
業
の
所
謂

h
と
h
-

ー

ョ

wu'p」

M
U
U

引
と
h
a

と
が
等
し
か

b

ね
ば
な

b
ね
と
言
ふ
事
は
如
何
に
も
蹄
麗
計
算
の
傑
件
で
は
あ
る
が
、
然
し
其
の
事
は
皐
に
そ
れ
等
の
も
白
が
等
し
〈
な
る
所
に
均
衡
が
達
せ
ら
れ

設

蹄
庫
理
論
の
一
考
察

苑

第
三
十
一
巻

第
瓦
披

七
二
五

O 
丸
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i
r
i
l
j
 

l

i

l

:

;

i

i

，
d
i
t
-

j
1
1
1
1
1
1
1
s
 

rHukvt閉
長
か
れ
h
j
4
4
3勺
l
刑
事
駐
車

h
b陥
閉
穆

自

設

苑

第
三
十
一
巻

七
二
六

蹄
麗
理
論
の
一
考
察

第
五
時
抗

O 

蹄
属
が
決
せ
ら
れ
る
と
言
ふ
事
を
意
味
す
る
だ
け
で
あ
ヲ
で
、
如
何
な
る
慣
に
於
て
そ
れ
等
が
等
し
く
な
る
か
と
言
ふ
事
は
決
し
て
館
属
計
算
の
前

提
を
な
ナ
も
の
で
は
た
〈
、
従
っ
て
、
義
の
方
程
式
組
織
に
よ
う
で
は
じ
め
て
債
値
鯖
眉
を
算
出
す
る
と
言
ふ
事
と
主
U
J
E
n
s
-
3
U
N
U
と
吉
田

ふ
方
程
式
を
挿
入
す
る
事
と
は
一
般
的
の
場
合
に
は
決
し
て
同
時
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
は
言
へ
た
い
の
で
あ
る
か
、

υ
、
叉
第
三
の
非
難
は

侠
除
理
論
に
擦
る
も
の
で
あ
る
が
え
ノ
の
扶
除
理
論
自
身
が
許
き
れ
な
い
の
で
あ
る
か

b
、
最
後
に
第
四
の
非
難
は
計
算
過
程
と
生
産
過
程
と
の
皐
な

る
混
同
に
基
づ
(
も
の
に
過
布
、
な
い
か
ら
。
究
に
玉
、
「
ウ
ィ

1
4リ
l
の
生
産
方
程
式
は
其
の
右
一
頃
を
表
現
す
る
免
め
の
止
ハ
通
尺
度
が
無
い
魚
め
に

何
物
を
も
意
味
し
得
な
hr

め
た
か
ら
・
被
の
解
答
は
排
斥
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
U

主
一
-
一
口
ふ
非
難
は
、
如
何
に
も
主
税
債
値
の
尺
度
に
ワ
い
て
は
問
題

の
あ
る
所
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
有
く
も
其
白
相
針
品
川
表
現
が
可
龍
で
あ
り
且
ヲ
常
面
白
問
題
に
於
で
要
求
さ
れ
る
所
の
も
D

が
相
野
的
表
現
を
以

亡
足
れ
り
と
す
る
川
り
、
判
中
〈
湖
沼
}
「
-
T
b
k
足
b
向。

b
、
斯
か
る
非
難
の
起
る
縁
地
は
無
ρ
。

殊
に
へ
』
一
川
市
准
ん
刊
、
交
換
社
合

μ
間
服

ιJY
』や州市
A
U
K
U
そ
れ
は
伶
仙
m
k
師
、
私
が
あ
る
か

各
生
産
財
に
踊
属
さ
れ
る
債
値
の
高
さ
を
業
の
経

済
的
委
奥
の
大
き
に
よ
っ
て
知
ら
ん
ご
す
る
所
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
、
に
も
か
、
わ
ら
や
彼
の
解
決
に
よ
れ
は

其
の
反
劃
に
、
「
方
程
式
-
-
を
解
く
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
所
の
も
の
は
直
接
に
は
-
各
生
産
財
に
齢
層
さ

こ
れ
に
反
し
六
、
「
(
元
来
ク
ィ
1
ザ
ー
の
)
問
題
の
眼
目
は
、

る
ぺ
き
債
値
量
で
あ
っ
て
、

而
も
此
の
量
が
第
二
次
的
問
題
ご
し
て
各
生
産
財
の
生
産
的
責
献
の
大
ち
の
決
定
者

ご
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
:
:
(
し
て
見
れ
ば
)
態
々
作
ら
れ
た
生
産
的
貢
献
な
る
概
念
は
、
事
買
上
何
等
重

要
な
る
意
味
を
持
ち
得
な
い
己
さ
言
ふ
非
難
、
七
、
「
か
、
る
算
法
に
よ
っ
て
到
達
せ
ら
る
、
も
の
が
限
界
貢
献

又
は
限
界
生
産
力
で
あ
る
さ
き
口
ふ
な
ら
ば
、
ぞ
れ
は
許
し
難
き
も
の
で
あ
る
ど
思
ふ
。
所
謂
限
界
生
産
力
ざ
し
て

許
し
特
ぺ
き
も
の
は
.
最
終
単
位
の
喪
失
又
は
獲
得
に
よ
り
て
失
は
れ
又
は
得
ら
る
、
さ
こ
ろ
の
生
産
カ
に
過
ぎ

な
い
で
あ
ら

'U」
さ
言
ふ
非
難
等
は
正
営
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
ぞ
れ
は
単
に
ヲ
ィ

1
ザ
1
設
に
合
ま
れ
て
ゐ

Bohm-Bawerk: 1ζapital und 1ζapitalzins， U. I'u:，;i1:ive Thenrie des_J5:'apital~. ~. 
Rd.， Exkurse， 4・ Aufl.1921， S. 151-2 - Krau~~ :~ur Theorie des ¥iVertes. Einヒ
Bentham-Studü~ ， 1901. S_ 119- ---.:: Willem L 、lv.lk:The l:lrinci:ples of 'Yage~， 
1928， S. 100-2. 
Willem L. Volk :ibid. p. IOI-vgl波多野鼎教鞭箸」イ買値墜読史1 第二巻町9頁
有海底巳氏しずイーザー白蹄眉計算論に就いて寸峰滞畢論集3巻830頁参照
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る
不
縄
な
る
思
想
を
指
摘
す
る
だ
け
で
あ
っ

τ、
よ
り
理
想
型
的
に
考
へ
ら
れ
た
生
産
財
の
債
値
の
理
論
ざ
し
て

の
ヲ
ィ

1
ザ

1
設
を
破
ら
ん
ざ
す
る
も
の
で
は
な
い
。

何
さ
な
れ
ば
、
何
写
か
限
界
生
産
力
中
」
呼
ば
れ
得

J

べ
き
様
な

も
の
か
先
令
決
定
さ
れ
そ
れ
に
鹿
じ
て
償
値
の
師
麗
が
決
定
さ
れ
る
・
さ
云
ム
様
な
不
純
な
思
想
か
ら
解
放
さ
れ

る
事
に
よ
っ
て
、
ク
ィ
l
ザ

l
読
は
よ
り
純
粋
に
生
産
財
の
債
値
の
理
論
ご
な
内
得
る
の
で
あ
る
か
ら
。
即
ち

以
上
の
非
難
の
或
る
も
の
は
ヲ
ィ

1
ザ

1
設
を
破
h

特
な
い
し
他
の
も
の
は
少
く
さ
も
よ
り
純
粋
な
る
姿
に
於
け

る
ヲ
ィ
1
ザ

1
読
を
破
ら
ん
注
す
る
お
の
で
は
な
い
。
之
に
反
し
、
入
、
「
各
方
程
式
の
う
も
に
は
、
持
働
、
土
地

資
本
の
如
き
生
産
要
素
の
外
に
、
な
ほ
蹄
麗
せ
ら
4
0

ぺ
き
償
値
の
未
知
な
る
も
の
注
し
て
企
業
又
は
企
業
者
の
地

位
が
め
る
。
而
し
て
こ
れ
は
ぞ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
牒
じ
て
呉
な
ゐ
一
一
一
一
。
此
の
如
く
し
て
、
か
の
生
産
方
狸
式
の

根
は
永
久
に
求
め
ら
る
ぺ
く
も
な
い
出
」
「
(
従
っ
て
)
ク
ィ
1
ザ

I
C
生
産
方
程
式
は
だ
さ
静
態
に
於
て
の
み
確
認

せ
ら
る

w

へ
き
も
の
で
あ
る
σ

・
:
(
然
る
に
)
例
静
態
は
貫
現
せ
ら
る
、
こ
さ
は
な
い
、
現
賓
の
経
腐
は
常
じ
動
態

仁
於
て
作
用
す
る
、
山
一
静
態
の
賓
現
は
(
す
ぺ
て
の
で
は
な
く
さ
も
、
い
く
つ
か
の
)
生
産
手
段
の
慣
佳
が
諌
め
奥

へ
ら
れ
で
な
く
て
は
不
可
能
で
ゐ
る
。
」
ぎ
言
ふ
非
難
、
及
び
九
、
「
現
買
に
企
業
者
の
管
h
u
所
は
、
自
己
の
利
用

す
る
諸
生
産
財
芝
生
産
物
ご
の
債
格
数
量
等
の
比
較
に
し
て
、
他
種
の
企
業
の
そ
れ
等
に
立
入
る
の
で
は
な
い
。

然
る
ド
ド
、
所
謂
比
較
(
均
衡
)
算
法
に
よ
る
蹄
麗
計
算
は
多
種
類
の
企
業
に
於
げ
る
生
産
財
さ
生
産
物
さ
の
閲
係
も

商
量
の
資
料
ざ
す
る
。
こ
れ
は
明
に
、
企
業
者
の
心
理
さ
背
馳
す
配
。
」
さ
言
ふ
非
難
は
、
濁
h
ヲィ

1
ザ

1
設

に
関
し
て
の
み
な
ら
や
贋
く
今
日
の
数
理
汲
の
一
般
的
均
衡
論
に
閲
し
で
も
考
へ
ら
る
ぺ
き
重
要
な
る
も
の
で
あ

る
。
然
し
、
第
八
の
非
難
に
劃
し
て
は
、
企
業
者
利
潤
無
き
均
衡
を
構
想
し
資
本
主
義
一
砥
舎
を
構
成
す
る
基
本
的

説

:jIs 

第
三
十
一
巻

七
一
一
七

第
五
波

蹄
扇
理
論
。
一
考
察

r

l

l

t
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幅

一

l
i
r
i
-
-

設

第
三
十
一
巻

七
一
一
八

第
五
蹴

苑

蹄
居
理
論
白
一
考
一
察

諾
要
因
の
機
構
上
の
地
位
を
究
明
す
る
ぜ
」
言
ふ
事
は
、
少
〈
ご
も
理
論
上
は
一
腰
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
企
業

者
利
潤
さ
言
ふ
様
な
現
象
は
之
れ
を
一
般
的
均
衡
よ
り
の
偏
異
さ
し
て
理
解
し
得
る
で
あ
ら
う
、
(
静
躍
の
賞
現

は
す
ぺ
て
の
で
は
な
く
ご
も
い
く
つ
か
の
生
産
財
の
債
格
が
漁
め
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
事
を
前
提
す
る
か
、
さ
言
ふ

問
題
に
劃
し
て
は
後
に
硝
々
詳
細
に
述
ぺ
る
か
ら
誌
で
は
鯛
れ
な
い
)

T

」
答
へ
ら
れ
は
し
な
い
か
、
又
第
九
の
非

難
に
劃
し

τは
、
方
桂
式
組
織
は
そ
れ
を
資
本
主
義
枇
舎
の
機
構
の
問
題
さ
解
す
る
時
に
は
、
賢
は
現
賓
の
企
業

者
の
心
理
過
程
で
は
な
く
、
・
各
人
が
最
も
理
想
型
的
に
行
動
す
る
場
合
仁
落
付
く
べ
き
委
を
あ
ら
は
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
従
っ
て
事
官
上
の
企
業
者
の
行
動
が
そ
h

刊
し
か
ら
宵
雌

7
5
限
り
岬
術
の
慌
件
が
り
μ

川
い
だ
打
開
ら
れ
仰
心
も

の
注
し
て
理
解
し
得
ら
る
、
で
あ
ら
う
、
ご
答
へ
ら
れ
は
し
な
い
か
さ
思
レ
。
従
っ
て
今
は
偲
り
に
之
等
の
問
題

を
措
く
。

而
も
簡
は
問
題
で
あ
る
の
は
、
元
来
限
界
効
用
(
又
は
債
格
)
は
は
じ
め
か
ら
奥
へ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
〈
効
用

(
又
は
需
要
債
格
)
両
教
が
何
慮
で
胡
一
蹴
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
決
定
さ
れ
る
も
の
さ
見
る
べ
き
で
あ
り
、

従
っ
て
荷
〈
も
生
産
財
の
債
値
(
又
は
債
格
)
が
問
題
で
あ
る
限
h
、
生
産
物
の
効
用
(
又
は
需
要
債
格
)
画
載
さ
生

産
さ
れ
る
生
産
物
量
(
従
っ
て
生
産
財
の
供
給
事
情
及
び
生
産
係
載
の
問
題
)
ご
を
顧
慮
す
る
事
無
し
に
直
接
に
限

界
効
用
(
又
は
債
格
)
を
取
扱
ふ
事
は
出
来
な
い
の
に
、
ク
ィ

1
ザ

1
の
方
程
式
組
織
に
於
て
は
之
等
の
諸
要
因
の

或
物
は
全
く
或
物
は
不
充
分
に
し
か
考
慮
さ
れ
て
ゐ
な
い
、
ご
言
ふ
賠
で
あ
っ
て
、
ぞ
の
事
に
由
来
す
毛
所
の
ク

ィ
1
ザ

1
読
じ
於
げ
る
色
々
の
弱
賠
は
、
既
に
色
々
の
評
論
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
コ
例
へ
ば
、
「
限
り
に
弐

の
様
な
ニ
つ
の
場
合

高田教授前橘40官一同著t 鰹郡墜新議寸第三~:き :1:ü4頁
同 L債格白勢力説「論叢28巻667頁
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問
中

2

十

H
z
b
u
z
z

が
あ
る
さ
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
第
三
の
方
程
式
の
爾
項
を
二
倍
し
て
そ

れ
を
第
一
の
方
程
式
か
ら
引
く
事
に
よ
っ
て
げ
の
債
を
知
り
得
る
。
け
れ
ざ

も
此
の
事
は
正
し
い
さ
は
言
へ
な
い
。
さ
言
ふ
の
は
、
限
り
に
、
]
(
)
詰
十
主

で
あ
る
さ
し
て
も
、
其
の
事
は
、
位
。

2
+
g
u
gさ
言
ふ
事
を
意
味
し
な
い
。
効
用
遁
減
の
法
則
の
支
配

す
る
以
上
、
(
生
産
財
を
二
倍
に
す
る
事
に
よ
っ
て
)
生
産
物
を
二
倍
に
す
る
さ
言
ふ
事
は
、
生
産
物
の
債
値
を
二

倍
に
す
る
事
ぞ
意
味
し
得
な
い
か
ら
己
さ
言
ム
非
難
は
蹄
麗
過
程
芝
生
産
過
程
ご
の
車
な
る
混
同
で
は
な
く
し

て
ワ
ィ
!
ザ
!
の
方
程
式
組
識
が
効
用
耐
数
を
全
然
顧
慮
し
な
か
っ
た
事
に
よ
っ
て
陥
っ
た
難
剥
を
指
摘
す
る
も

の
で
あ
り
、
又
}
財
の
鱒
債
伎
は
財
の
限
界
効
用
に
業
の
存
在
量
を
乗
じ
h

い
も
の
じ
等
し
い
か
「
れ
ご
も
全
部
効

用
じ
等
し
げ
h
r
m

に
つ
い
亡
は
従
来
識
調
ゆ
め
ゐ
川
一
と
わ
ら
川
、

E
A
J
合
川
効
用
の
活
に
附
川
内
ゆ
ら
ぱ
ら
ぱ
、
(
ク

ィ
1
ザ
1
の
方
程
式
の
)
計
算
の
結
果
出
て
来
る
所
の
も
の
は
せ
い
や
』
い
無
意
味
な
卒
均
債
値
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
決
し
て
限
界
慣
低
で
は
あ
り
符
な
い
l

一
か
ら
、
ク
ィ

1
ザ
1
の
方
程
式
の
成
立
は
舟
ノ
ィ

1
ザ
1
の
綿
債
値
概

念
に
依
存
し
て
ゐ
る
、
さ
言
ふ
事
情
、
及
び
、
「
眠
り
に
た
Y

三
種
だ
け
の
生
産
財
が
あ
っ
て
、
而
も
そ
れ
を
以
て
色

々
な
生
産
物
が
作
ら
れ
得
る
ざ
す
る
な
ら
ば
、

-
E
;
(
そ
れ
に
よ
っ
て
奥
へ
も
れ
る
色
々
の
方
程
式
の
う
も
)
異
っ

た
何
れ
か
三
つ
の
方
程
式
を
選
ぷ
事
に
よ
っ
て
、
全
く
異
っ
た
債
格
を
得
る
。
」
「
此
の
場
合
何
故
に
・
(
葉
の

う
ち
の
特
定
の
方
程
式
)
の
み
を
計
算
の
基
礎
ご
す
る
か
、
其
の
必
然
性
は
い
づ
こ
に
ゐ
り
恥
。
」
さ
言
ふ
非
難
、

6

F

a

-

-

又
は
、
「
偲
り
に
L
M

ぜ
…

γ」
の
結
合
に
よ
っ
て
∞
の
生
産
が
な
さ
れ
、
他
方
他
の
生
産
部
門
に
於
て
、
九
一
一
か
仙
u

f
」

結
合
さ
れ
切
の
生
産
が
な
さ
れ
る
ざ
す
る
。
ぞ
う
す
れ
ば

同

色

十

ι
F
F
H
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設

師
麗
理
論
の
一
考
察

第
三
十
一
巻

七

O 

第
五
披

一
一
四

苑

M
-
a
+
H
C
P
H
H
S
 

U
N
-
)
白

+

町

田

日

吋

印

+

副

司

川

川

l
M酎

b

併
し
な
が
ら
日
の
慣
値
が
只
日
だ
げ
快
除
し
た
場
合
の
M
の
償
佐
の
五
倍
に
等
し
い
か
否
か
は
問

で
ゐ
ゐ
。

題
で
あ
る
。

者
し
た
だ
M
だ
け
引
き
去
る
な
ら
ば

U
に
劃
し
て
異
っ
た
債
値
が
符
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

(
若
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
ゴ

次
々
仁
一
回
単
位
，
つ
づ
控
化
せ
し
め
て
行
く
事
に
よ
っ
て
そ
れ
だ
け
異
っ
た
方
程
式

が
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
亡
、

そ
の
う
ち
ど
の
一
組
の
方
程
式
を
採
る
か
に
よ
っ
て
解
容
は
異
る
で
J

の
ら
う
。

刊
い
か
ら
斯
ー
し
て
料
ら
れ
る
断
の
償
伍
は
m

成
る
生
産
財
の
一
定
畑
仕
川

J

仙
川
陥
債
佑
C
わ
っ
、
品
屯
〉
ナ
ア
yu
も
い
4L民

4
1
4
M
i
d
i
i
t
J
 

の
軍
位
敷
で
除
し
て
も
、

ぞ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
は
生
産
財
の
限
界
車
位
の
償
値
に
等
し
い
マ
」
は
言
は
れ

な
い
。
」
て
言
ふ
非
難
等
は
、
ク
ィ

1
ザ

1
の
方
程
式
組
織
が
効
用
画
教
を
全
然
顧
慮
し
て
ゐ
な
い
矯
め
に
加
へ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
c

衣
に
又
、
「
(
今
般
り
に

ヨ
+
ピ

H
H
。。、
R
1寸

ω河
川

8
0な
る
二
つ
の
方
桂
式
を
以

て
示
さ
る
べ
き
ご
つ
の
生
産
が
行
は
れ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
此
の
)
-
万
桂
式
組
織
を
解
く
矯
め
に
は
、
-

宮
川
日
一
-
き
か
ら

2
4
ど
Hω
。
。
の
式
を
得
な
》
れ
で
な
ら
ぬ
。
而
も
組
織
に
よ
る
節
約
の
規
則
の
支
配
す
る
以
上
、

こ
れ
は
ど
う
し
て
も
許
し
難
い
こ
さ
で
弘
一
る
o
」
ご
言
ふ
非
難
は
蹄
属
過
程
ぎ
生
産
過
程
ご
の
車
な
る
混
同
で
は

な
く
し
て
、
ク
ィ

1
ザ

1
の
方
桂
式
組
織
が
生
産
係
敷
の
問
題
を
充
分
に
考
慮
し
な
か
っ
た
事
を
指
摘
す
る
も
の

で
あ
る
。
然
る
に
正
に
之
等
の
諸
要
因
を
一
瞳
系
に
織
り
込
む
事
に
ょ
う
て
数
理
恨
の
一
般
均
衡
論
は
成
立
し
て

ゐ
る
の
で
ゐ
る
o

(

尤
も
、
生
産
量
の
盤
化
に
よ
っ
て
生
産
係
数
そ
の
も
の
の
一
麓
化
す
る
場
合
や
代
用
の
法
則
の

行
は
れ
る
場
合
に
劃
す
る
充
分
な
る
顧
慮
の
行
は
れ
た
の
は
恐
ら
く
メ
レ
ト
以
後
で
あ
ら
一
う
が
)
。
之
却
も
、
「
・
7

与さ

十
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ィ
1
ず

1
の
根
本
的
観
鮎
は
、

債
格
形
成
を
ゐ
ら
は
す
全
方
程
式
組
織
中
か
ら
草
に
費
用
方
程
式
組
織
の
み
を
引

費
用
方
程
式
ぞ
れ
自
身
は
自
明
の
命
題
に
過
ぎ
な
い

き
拭
い
て
来
た
さ
言
ふ
黙
に
存
す
る
。

等
の
(
ク
ィ

1
ザ

1
の
)
方
程
式
を
認
め
る
時
に
は
や
が
て
は

教
理
振
の
理
論

行
力斗

ね
[1' 
な
ら己
な従
〈つ
なで
るベ
。 ~1)之

三
一
邑
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
ク
ィ
l
ず

1
読
が
指
示
し
て
ゐ
る
所
の
よ
h
完
全
な
る
鵠
系
は
数
理
振
の
一
一
般
均
衡
論
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
一
般
に
流
布
す
る
に
至
っ
た
の
は
恐
ら
く
カ
ツ
セ

Y
を
通
じ
て
で
あ
ら
う
。
然
る
に
カ
ツ
セ

Y
の
糟
系
は
、

y
h

を
以
て
其
の
各
ん
吋
の
需
要

量
が

J
M
E
-
・
炉
を
以
て
其
白
各
#
の
債
格
が
一
訴
さ
れ
る
、
而
し
で
そ
れ
等
は
総
て
未
知
数
と
仮
定
さ
れ
る
)
の
需
要
臥
歎
と
需
給
自
均
衡
を
示
ナ
所
白

一
完
成
財
(
そ
れ
は
%
一
種
類
あ
る
も
の
と
仮
定
吉
れ
、
ん
・
・
・
・
・
ん
を
以
て
共
の
各
々
の
供
給
量
従
っ
て
生
産
量
が
、
川

コ
J

h

当

f
岡

、

人

凶

回

H
H
ト
4
l
h

i
2
U
M
-

-
l
ト

1

2

-
毛
、
=

『
』
同
一

h
f
h
H

l

l

 

h
川

H

…一1
.

4

J
-

J-J》

J

h
F

泊
、

コ
J

、

k
岸
諸

H
L
J
f
H
』
m
r
2
J
:
・
:
』
ぷ
)

町
:
・
叩
円
以
て
そ
れ
ぞ
れ
の
完
成
財
の
一
車
位
を
生
産

町
・
:
川
を
以
て
其
の
第
二
種
績
の
生
産
財
の
量
を
以
下
之
れ
に
準
じ
、
肋
:
・
伽
を
以
て
そ
れ
ぞ

れ
の
完
成
財
由
一
車
位
を
生
産
す
る
に
要
ナ
る
第
T

種
目
生
産
財
の
量
を
一
涼
し
、
生
産
財
の
債
格
を
未
知
数
、
生
産
係
数
字
一
既
知
数
、
と
仮
定
し
て
て

二
、
(
生
産
財
の
種
類
を
T

種
類
と
し
、

m
-
:
:
φ
を
以
て
其
の
各
々
の
生
産
財
の
償
絡
を
、

ず
る
に
要
す
る
第
一
種
類
の
生
産
財
の
量
を
、

生
産
費
原
則
を
一
訳
す
所

D
l
l
h却
ち
ウ
ィ

I
ザ

l
白
方
程
式
に
照
癒
す
る
所
白
、

〆-、む。、・d

~ . ;:. Q. 

2.阻 =
ー;~ ::? 

+ ; + + 
Eミ ー 見。

主t長長
崎・一一

+，+十

十:+十
. " " ~守セ

守;~宇

J 11 11 
『 可噌

三
、
ハ

AE---RT
を
以
て
各
生
産
財
白
供
給
量
を
一
示
し
、

そ
れ
を
既
知
数
k
仮
定
し
て
て
生
産
財
白
需
給
白
均
衡
を
一
万
ナ
所
白

設
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説

第
三
十
一
巻

七

一-
~ ノ、

第
五
披

3111 

蹄
層
理
論
の
一
考
察

(
日
)
均
一

HUP-
与国

+
a
E』
戸

+

』
叫
口

H
2
T
-
-
ナ

a
u
?同
時

+

+
P
L
4主

十

aた
に
一
三

な
る
三
詳
の
方
程
式
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。
郎
ち
そ
れ
ぞ
構

成
す
る
方
程
式
は
、

方
程
式
組
織
問
に
於
て
仇
ヶ
、

同
に
於

H
P
H
a
c
-』
目

-
2
F
L
M
T

て
n
ヶ
、
開
に
於
て

r
ヶ、

合
計
(
官
十
唱
)
ケ
で
あ
hJ
、
武
庭

十

F
Fヘケ
ω

に
合
ま
れ
る
未
知
数
は
、
生
産
物
の
需
要
量
に
つ
き
日
ヶ
、
業
の
供
給
量
じ
っ
き
九
ヶ
業
の
債
絡
に
つ
き
れ
ヶ
、

生
産
財
の
偵
格
に
ハ
リ
き
T

ヶ
、
合
計
(
山
之
士
)
ケ
で
ゐ
っ
て
、
此
の
-
万
程
式
組
織
に
よ
る
債
務
形
成
理
論
は
一
定
の

前
提
の
下
に
於
て
山
光
分
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

熱
る
い
じ
私
ド
問
題

J

こ
な
る
の
は
、
此
の
方
程
式
組
織
に
よ
る
債
格
形
成
理
論
殊
に
生
産
財
の
慣
格
の
理
論
の
意

味
で
あ
る
の
フ
ァ
Y
ク
に
よ
れ
ば
、
「
此
の
瞳
系
に
よ
っ
て
明
か
に
川
口
れ
た
事
は
、
一
定
の
保
件
む
下
に
於
て
は
、

債
格
組
織
は
評
債
ご
無
関
係
に
決
定
さ
れ
る
、
さ
言
ム
事
で
あ
る
吋
」
ご
解
さ
れ
、
其
の
理
由
は
、
「
補
完
的
生
産

財
の
債
値
の
純
計
は
生
産
物
の
債
値
(
又
は
債
格
)
を
超
過
す
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
こ
れ
等
の
生
産
財
に
劃
し
て
支

梯
は
れ
る
慣
格
の
組
計
は
生
産
物
の
債
格
点
等
し
い
も
り
で
あ
h
一
、
従
っ
て
、
之
等
の
債
格
は
生
産
財
の
評
債
さ

は
全
然
無
蹄
係
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
L
o」
注
さ
れ
る
。
而
も
伎
に
よ
れ
ば
‘
「
若
し
も
(
ど
の
生
産
方
法
で

も
)
自
由
に
選
捧
し
待
ら
れ
る
な
ら
ば
、

E
E
-
-
生
産
財
に
劃
し
て
支
梯
は
れ
る
債
格
を
超
過
す
る
所
の
債
値
の
最

大
な
る
生
産
方
法
が
採
用
さ
れ
る
」
の
で
あ
り
、
「
ど
の
程
度
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
方
法
が
採
用
さ
れ
得
る
か
さ

言
ム
事
は
、
限
界
生
産
力
さ
生
産
手
段
の
債
格
さ
の
ニ
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
然
る
に
此
の
事
は
、
債
格
の

会
瞳
系
従
っ
て
機
能
的
分
配
も
、
二
群
の
原
理
に
よ
っ
て
、
郎
も
限
界
生
産
力
説
に
合
ま
れ
る
所
の
原
理
さ
数
理

抵
の
方
程
式
粗
描
に
合
ま
れ
る
所
の
原
理
:
:
:
ご
に
よ
っ
て
、
決
定
さ
れ
る
」
の
で
あ
っ
て
、
正
に
此
の
鈷
ぶ
雨
詑

ι代用の法則D行はれない事寸を

自力グセル氏の債格形成白機構D吟味「論議30巻9I7211J[に柏、キ詳し〈照合した・
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の
綜
合
が
後
見
さ
れ
る
の
で
ゐ
り
、
此
の
意
味
に
於
て
、
「
代
用
の
法
則
は
二
大
経
湾
曲
学
読
を
接
績
す
る
橋
梁
で

あ
る
。
」
f
」
主
張
き
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
限
界
生
産
力
詑
に
よ
れ
ば
生
産
財
の
債
値
総
額
さ
生
産
物
の

ぞ
れ
ご
は
一
致
し
得
な
い
も
の
さ
な
る
か
ら
生
産
財
の
債
格
の
問
題
に
閲
し
て
は
そ
れ
は
役
に
立
た
な
い
、
ざ
言

ひ
な
が
ら
す
他
方
で
は
正
反
封
に
、
業
の
不
一
致
の
描
を
援
用
し
て
限
界
生
産
力
設
さ
一
般
均
衡
論
さ
の
綜
合

を
求
め
て
ゐ
る
、
其
の
所
論
の
矛
盾
は
措
く
ざ
す
る
も
、
若
し
眠
り
に
超
温
債
値
ご
言
ふ
も
の
が
代
用
の
法
則
の

行
は
れ
る
時
考
慮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

ぞ
れ
は
必
然
的
仁
、

代
用
の
法
則
の
行
は
れ
な
い
時
で
も
、

ざ
の
生
産
物
を
ど
れ
だ
り
づ
、
生
産
す
べ
き
か
の
選
揮
に
つ
い
て
、

同
様
に
考
慮
さ
る
ぺ
き
は
づ
で
ゐ
h
、
従
・
っ

て
、
代
用

ω法
則
の
行
は
れ
る
時
に
の
み
主
観
的
評
慣
が
作
用
す
る
ど
は
-
一
一
一
口
は
れ
特
な
い
筈
で
あ
る
。

そ
こ
で
問

開
肌
山
川
向
山
所
淵
蹴
地
倒
値
で
あ
る
が
相
烈
し
そ
れ
は
、
慌
に
求
め
ら
れ
な
が
ら
正
仁
訴
め
枇
ド
完
全
な
る
蔵
品
干
の
と
れ
以

れ
る
場
合
じ
は
皆
無
に
な
る
ご
考
へ
ら
れ
る
所
の
企
業
者
利
潤
ご
し
て
の
み
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て

完
全
な
る
競
争
を
前
提
す
る
限
h
、
代
用
の
法
則
の
行
は
れ
る
場
合
に
も
、
結
果
ヨ
し
で
は
あ
ら
は
れ
得
な
い
も

の
で
あ
り
、
主
観
的
意
闘
ご
し
て
は
、

代
用
の
法
則
の
行
は
れ
な
い
時
に
も
常
仁
作
用
し
て
ゐ
る
、

さ
考
へ
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

失日
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
し

又
失日
つ
v 亡

ゐ
る:;，'1)

Lー

ぜ
な
す

即
ち
、
「
企
業
家
は
一
の
勢
働
者
一
か
何
守
鷲
す
を
か

ク
ィ

1
ず

1
の
見
解
を
批
評
す
る
に
営
っ
て
高
回
数
授
が
示
さ
れ
た
様
に
、

(
生
産
財
乃
至
替
利
財
の
・
種
々
な
る
結
び
つ
き
の
中
に
如
何
な
る
も
の
)

・
:
:
而
し
て
彼
が
進
み
て
な
す
ご
ζ

ろ
は
、

か
を
考
へ
る
。

「
企
業
者
は
た
Y

如
何
な
る
組
織

に
よ

h
最
も
多
〈
の
利
潤
を
あ
げ
得
る

J

さ
れ

rけ
を
支
挽
ひ
得
る

各
生
産
財
に
封
し
て
、

説

士
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考
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第
五
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三
十
一
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の妥貰雨
輿 営物者
へ し責の
ら 得本相
れ るの等
てに量し
ゐ過及い
るぎぴ事
事な慣が
がい格要
ゐ 事は求
るカ> !J.日~
で 明 M れ
あに lこ る

ら なあ l
うるる l
し のべ‘が
、でき要
更 あか求
l::' るごさ
、。言れ

席、然ふて
素る問あ
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生現ぜ場
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1Is 

か
ご
言
ふ
算
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
へ
ば

σ
の
議
定
敷
量
の
議
定
債
格
を
引
ar
去
り
、
蔑
額
だ
り
は
A
の
議
定
車

位
に
支
掛
ひ
得
る
芯
言
ふ
風
に
定
め
る
。

か
〈
て
勢
働
に
ぜ
」
れ
ま
で
を
支
抑
ひ
う
る
か
ぜ
言
ふ
そ
の
大
さ
も
、
事

情
に
臆
じ
て
え
ら
ぷ
ご
こ
ろ
の
組
織
(
又
は
生
産
物
の
種
類
数
量
|
|
柴
田
)
如
何
に
よ
り
種
々
に
異
る
わ
り
で
あ

一
定
的
な
る
債
格
を
そ
れ
に
齢
層
せ
し
め

る
。
か
く
て
例
へ
ば
努
働
一
回
単
位
が
も
た
ら
す
所
如
何
を
考
へ
て
、

-
る
ざ
言
ふ
が
'
却
さ
こ
ご
は
、
全

t
企
業
者
の
心
理
に
背
し
。
」
さ
言
は
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
敷
理
恨
の
膿
茶
は
正

に
掛
か
み
仕
業
者
活
動
が
現
制
型
的
仁
先
金
子
町
一
い
れ
乙
場
合
部
付
〈
ぺ
ち
断
の
ソ
北
古
川
信
あ
ち
は
し
れ
れ
も
の
だ
思
は

れ
る
。

従
っ
て
事
質
上
企
業
者
活
動
が
斯
く
の
如
〈
理
想
型
的
で
あ
b
符
な
い
時
に
は
、

一
般
均
衡
は
然
る
限
hノ

じ
於
い
て
破
ら
れ
る
も
の
さ
思
は
れ
る
。

カ
ッ
セ

Y
の
方
程
式
組
織
は
、

他
の
機
舎
に
既
に
明
に
し
た
ぽ
に
、
質
物
資
本
の
一
再
生
産
の
問
題
を
故
意
に
除
外

し
て
ゐ
る
の
で
あ

h
、
今
此
の
問
題
を
も
そ
の
中
に
織
り
込
む
時
に
は
、
亨
柴
財
じ
費
、
す
る
需
要
幽
敷
ご
原
素
的

生
産
財
及
び
質
物
資
本
の
供
給
量
(
又
は
債
格
)
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
均
衡
が
成
立
し
得
る
矯
め
に
は
今
期

の
買
物
資
本
の
債
格
(
又
は
供
給
量
)
は
何
程
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、

ぜ
言
ふ
問
題
ご
し
て

(
又
は
、

今
期
の
潟

め
の
各
買
物
資
本
の
量
及
び
債
格
ぜ
後
期
の
矯
め
の
そ
れ
さ
の
聞
に
一
定
の
聞
係

l
l例
へ
ば
静
態
に
於
い
て
は

39) 

4-0) 



格
の
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
事
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
の
み
で
な
く
、
上
述
の
瞳
系
は
財
の
分
割
の
自
在
さ
言
ふ
事

ず
」
各
方
面
の
用
途
へ
の
移
動
の
自
由
さ
一
百
ム
事
さ
を
前
提
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
事
貫
上
財
の
分
割
可
能
性
や
移

動
可
能
性
に
は
制
限
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
斯
か
る
事
情
は
嚢
に
遁
ぺ
た
企
業
者
活
動
の
完
全
に
理
想
型
的

で
な
い
事
申
」
相
候
っ
て
晴
々
均
衡
の
成
立
を
困
難
な
ら
し
む
る
で
あ
ら
う
。
而
も
理
想
型
の
序
過
ご
し
て
は
そ
う

し
た
拙
は
一
膳
拾
象
ち
れ
得
ゃ
う
し
、
問
題
が
上
過
の
黙
に
止
ま
る
限
り
完
E
5
2
2母
『
矛
主
一
一
色
。
ロ
の
仮

定
は
其
の
佳
安
営
す
る
で
あ
ら
う
州
。

乍
併
、
問
題
以
以
上
ド
は
止
ま
ら
な

ν。

他
の
機
舎
に
明
に
し
た
様
に
、
カ
氏
の
方
程
式
組
識
は
、
一
、
方
程
式
組
織
問
(
カ
氏
の
川
)
が
成
立
す
る
矯
め
に

は
生
産
物
の
刷
矧
の
一
万
が
生
産
財
の
相
矧

j
b
も
多
い
場
合
七
な
じ
れ
ば
な
ら
ぬ

I
1

一
寸
訴
の
場
合
仁
も
克

に
、
生
産
係
数
の
零
な
る
も
の
の
配
合
が
方
程
式
組
織
問
の
成
立
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
が
如
き
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
ぬ
1
l
更
に
コ
一
、
以
上
の
二
知
の
困
難
な
き
場
合
に
も
、
生
産
係
数
零
な
る
も
の
の
配
人
口
が
方
程
式
粗
融

問
(
カ
氏
の
向
)
の
成
立
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
刻
き
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
!
の
で
あ
っ
て
、
而
も
資
本
主

義
一
世
曾
の
機
構
上
新
る
佳
件
を
必
然
的
じ
許
し
得
ぺ
〈
も
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
そ
れ
は
生
産
財
の
供
給
量
を

一
定
載
さ
但
定
せ
る
事
に
由
来
す
る
の
で
あ
っ
て
、
且
つ
事
賃
上
斯
か
る
保
定
は
営
然
の
も
の
で
は
な
く
、
寧
み

生
産
財
の
供
給
量
は
葉
の
供
給
者
の
態
度
に
よ
っ
て
も
決
定
さ
れ
る
も
の
さ
看
倣
す
べ
き
で
あ
り
、
而
も
正
に
此

の
事
を
方
程
式
組
織
に
織
り
込
む
潟
め
に
今
般
り
仁
生
産
財
の
供
給
量
を
業
の
憤
格
の
画
敷
さ
見
る
な
ら
ば
、
'
択

の
様
な
方
程
式
を
得
る
事
に
よ
っ
て
其
の
困
難
は
容
易
に
除
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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五
就

O 

七
三
六

然
し
斯
く
し
て
上
越
の
困
難
が
解
け
る
ご
言
ム
事
は
五
じ
本
質

的
な
る
問
題
で
は
な
い
。
悲
に
本
質
的
な
る
問
題
は
、

A
そ
れ
が

供
給
者
の
態
度
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
供
給
画
数
ざ
し
て
債
格
決

h
n
h
S
・
・
:
也
、

)

f

定
に
盗
興
す
る
さ
言
ふ
事
で
ゐ
ー
り
、
広
そ
れ
が
そ
れ
自
身
に
於
て
完
全
に
決
定
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
一
般
均
衡

の
軍
な
る
一
環
さ
し
て
一
般
均
衡
の
決
定
に
於
て
決
定
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、
さ
言
ふ
事
ヱ
わ
る
。

ィ
4

の
貼
は
.
完
成
財
の
憤
値
(
又
は
債
格
)
が
生
産
財
の
憤
値
(
又
は
慣
格
)
営
決
定
す
る
ご
見
る
所
の
多
く
の
蹄

〈
品
一

)
H
w
-
H」
F
(
Q回

民ミ
相

) 

H
U
H
F
(さ

叫

ーー
) 

属
抑
制
論
ド
劃
す
る
松
ホ
的
修
正
を
意
味
す
る
め
で
め
う
て
、

ぞ
れ
ド
よ
り
て
は
じ
め
て

vi
出
ア
カ
シ
ド
w
y
いか」既

に
指
摘
し
た
所
の
、
「
一
女
財
乞
高
次
財
さ
の
聞
に
は
債
低
及
び
債
格
に
関
し
て
相
互
作
用
が
行
は
れ
る
。

(
他
方
)
高
衣
財
の
存

(
即
も
)
一
衣
財
の
値
値
は
多
く
の
場
合
に
高
衣
財
に
費
さ
る
べ
き
債
値
の
総
額
を
決
定
し
、

在
健
一

hは
(
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
生
産
物
の
種
類
数
且
一
旦
の
盤
化
を
通
じ
て
)
一
次
財
の
債
値
佐
そ
れ
に
臆
?

る
様
に
調
整
す
る
。
」

ざ
言
ム
事
情
が
充
分
に
考
慮
さ
れ
得
る
の
で
あ
り
、
方
に
之
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生
産

さ
思
は
れ
る
す

財
の
供
給
者
の
腰
の
据
え
方
が
債
格
を
左
右
し
得
る
所
以
も
明
に
さ
れ
得
る
、

然
る
に
此
の
問
題
に
闘
し
、
「
現
貨
に
於
け
る
各
社
舎
に
あ
り
で
は
、
需
要
画
数
と
生
産
手
段
量
-

と
は
大
慌
に
於
て
血
ハ
へ
ら
れ
た
る
(
定
ま
れ

る
)
も
の
で
あ
る
0

・
・
か
L

る
傑
件
の
下
に
於
て
な
ら
ば
、
若
し
そ
の
よ
、
技
術
係
数
に
し
て
一
定
し
で
ゐ
る
も
白
と
仮
定
す
れ
ば
、
生
産
物
債

格
も
生
産
手
段
償
絡
も
ま
た
そ
れ
に
よ
り
て
必
然
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
で
あ

b
ぅ
。
さ
ろ
で
あ
る
と
す
れ
ば
パ
-
-
J

生
産
物
数
量
も
生
産
物
債
格
も
限

界
効
用
均
等
の
法
則
が
寅
現
せ
ら
れ
浮
島
、
う
の
仕
方
陀
於
て
決
定
せ
ら
れ
る
と
言
ふ
事
は
、
た
し
か
で
あ
る

V
「
(
そ
う
す
れ
ば
)
債
絡
の
決
定
に
祉

舎
的
勢
力
の
参
加
す
る
徐
地
は
な
い
V
O
」

「
然
し
な
が
ら
、
生
産
係
数
が
此
D
如
く
一
義
的
に
し
で
、
従
ひ
で
確
定
的
な
引
と
言
ふ
は
事
貨
に
反
す
る
。

前掲拙掲926-928参照
LI:れだけの償値しか錫属されたいな bf:f， 1: ~-L J::'-けの生産財しか提供吉れない
止言ふ傑件寸を意味する.
Rohert -Zuckerkandl: Zur Tbeorie oes Preises elc叶 1889.s. 348 
生産手段白生産事情情A 白麹化による生産物白債値祝hは債柊の麹化「内v唱g1.n. Bu凹ch四a町口nnロn
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:
・
一
財
を
生
産
す
る
た
め
生
産
方
法
又
は
生
産
財
白
組
合
せ
ば
多
数
で
あ
り
得
る
。

一
(
而
し
て
)
此
範
囲
内
白
如
何
な
る
係
扱
が
選
探
せ
ら
れ
で
決
定
的
の
も
の
と
な
る
か
:

-
生
産
係
数
の
多
様
で
あ
り
得
る
範
閣
は
技
術
に
よ
り
で

決
定
せ
ら
れ
る
。

(
其
の
選
揮
の
標
準
は
)
、
自
由
競

争
の
制
度
の
下
に
於
け
る
企
業
者
が
生
産
を
替
む
揚
令
に
あ
り
で
は
、
:
・
最
包
の
生
産
費
で
あ
る
0

(

然
る
に
)
生
産
費
の
比
較
は
生
産
財
白
一
位
格

を
前
提
す
る
陀
非
ず
ば
行
は
れ
得
向
。
」

「
(
従
ワ
で
)
技
術
白
状
態
が
よ
し
一
定
白
も
の
で
あ
る
と
し
で
も
、
技
術
係
数
は
生
産
手
段
の
債
格
に
し
て

理
め
一
定
せ
ら
れ
J

-

-

て
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、

一
定
せ
ら
れ
得
る
も
D
で
は
な
い
。
;
・
・
哩
論
的
に
見
て
、
蛍
初
に
前
提
と
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
も
の
は
、
生
産
手
段
の
債
格
と
一
吉
ふ
因
子
で
あ
る
よ
「
而
も
空
産
手
段
の
債
格
:
・
を
決
定
す
る
も
の
は
彼
が
ど
れ
交
'
を
獲
得
し
う
べ

L
と
認

あめ
n た
c る

J之;11;
圭 雪妙
支カ
西日 で
~r ら
るる
04.<1)。

J

h
日
〈
し
て
債
格
の
客
観
的
な
る
決
定
枝
按
主
解
せ
ら
れ
た
る
生
産
係
数
の
背
後
に
は
勢
力
即
ち
粧
滞
主
憾
の
抗
抗
力

と
の
高
同
教
授
の
説
を
、
今
若
し
一
、
生
産
財
の
供
給
者
の
勢
力
が
償
絡
の
形
成
に
作
用
し
得
る
の
は
生
産
財
の
債
格

が
所
調
債
格
方
判
官
式
以
外
に
於
で
決
定
せ

b
る
べ
脅
時
又
は
代
用
の
法
則
の
行
は
れ
る
時
白
み
で
あ
る
、

一、
一
般
均
衡
方
程
式
に
代
用
の
法
則
の

行
は
れ
る
場
合
に
野
ナ
る
閥
践
を
織
り
込

U
な
ら
ば
そ
れ
同
生
産
財
の
債
格
を
腕
知
敵
正
し
で
は
じ
め
亡
成
立
す
る
も
の
と
た
品
、
と
治
r
b
h円
'u

も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。
然
し
第
一
の
肝
却
に
闘
し
で
は
単
に
、
曇
に
生
産
貯
の
供
給
画
数
を
取
扱
ふ
に
際
し
て
崎
地
べ
た
様
陀
、

生
産
財
の
供
給
者
白
勢
力
が
債
格
白
形
成
に
信
用
し
得
る
白
は
そ
れ
に
上
ワ
て
供
給
事
情
が
左
右
さ
れ
得
る
と
言
ふ
勤
に
求
め

b
る
べ
き
で
あ
ヲ

で
、
生
産
財
の
償
格
が
所
謂
債
格
方
程
式
組
織
に
よ
ワ
で
決
定
さ
れ
る
時
に
も
亦
代
用
の
法
則
の
行
は
れ
な
い
時
に
も
同
擦
に
作
用
し
得
る
事
が
認

め
ら
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
言
ふ
だ
け
で
あ
り
、
且
つ
、
そ
う
で
な
い

k
論
ぜ
ら
れ
た
と
解
し
得
る
や
否
申
は
俄
に
決
せ
ら
れ
な
い
の
で
哀
に
は

措
〈
。
そ
こ
で
問
題
は
第
二
の
駐
に
閥
ナ
る
。

曇
に
掲
げ
た
方
程
式
組
織
向
及
び
仰
は
、
生
産
数
量
の
加
何
に
か
与
は
、
b
ず
生
産
係
数
は
常
に
一
定
で
あ
る
事
を
前
提
し
て
ゐ
る
。
今
此
の
前
提

を
拾
で
ふ
生
産
量
白
描
型
化
と
共
に
生
産
係
数
の
崩
型
化
ナ
る
場
合
に
づ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
方
程
式
組
紙
仰
は

(
凶
)
、

+
E
A
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)
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M
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J
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Eえ
い

」叩

丸 岡山 岡H・a・-む

iも，.，
会戸町

マ

vr
山
主
弘
、
叫
し
品

」
。

~ ，~ 
11 ・ 11
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+ ト
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~ ~二• 

生
産
投
術
上
白
斯
か
る
事
情
は

弐
の
-
方
程
式
を
以
て
一
罰
さ
れ
る
。

『

(
C
H
M

・。国悶・:

E
L
-
-

( 

" ) 

第
三
十
一
巻

七
三
八

第
五
時
耽

一一

と
害
者
改
め
、
b
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
而
も
以
上
は
依
然

L

《
し
て
生
産
隠
鰍
げ
れ
伝
産
駐
日
嗣
般
と
し
亡
吃
ぱ
h
b
v
川
見
に
品
川

他
に
選
び
様
の
無
い
姿
に
於
で
血
二
、
b
れ
て
あ
る
場
合
で
あ
る
。

然
る
に
今
若
し
そ
う
で
な
〈
て
代
用
白
法
則
が
行
は
れ
る
と
す
る

な
b
ば
、
「
例
へ
ば
4

引
の
生
産
に
ヲ
い
で
一
百
九
ば
)
、
生
産
係
数
内

Q 】さ

ん
叩
の
中
の
或
る
も
の
の
欝
化
(
例
へ
ば
増
加
)
は
被
の
も
の

白
山
密
化
(
例
へ
ば
減
少
)
に
よ
づ
で
補
償
さ
れ
(
依
然
同
一
白
生
産

物
数
量
が
得
ら
れ
る
)
。

-
(
然
る
に
今
)
生
産
係
数
を
出
型
化
せ
し
む
る
な
ら
ば
、
ム
を
生
産
す
る
免
め
の
生
産
費
の
織
田
化
は

白

』

可

11 

とでケE
Z'，.. 

Mミ

十
白

a
E
P
ム
・
・
・

+
~
白
』
、
九
百

十

h
P
3
H
+
F
N
U
E
凶
+

十

白目~-，

a
r
)
札
与
一

と
な
る
で
あ

b
ぅ
。
(
然
し
な
が

b
)今
の
場
合
、
企
業
は
市
場
白
(
生
産
財
白
)
債
格
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
(
直
接
)
そ
れ
を
臨
型
化
せ
し
め
ゃ
う
と

356-7，序3，頁.
同著L債格と猫占寸290頁一同著L綾部撃新講寸第二凶器序5頁
此の文章は，L最少主主産費が主主せられると生産物日慣格は其底に苦寄付き従って不
幸喜となるから，此の方程式は零となる吋と言」、意味かと J恩ふ.此の監に閲する
私D理解は非常に不充分である.他日を期するー
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は
園
山
は
な
い
の
だ
か
、
b

。，
( 

』輔

'--，  
ヨ p 晶、与
g>~ 

-
!
十

g」
同
時

N

，
?

+
目
白
』
唱
一
時
、
)
内

NA--

と
な
る
。
(
然
る
に
)
此
の
方
程
式
は
、
(
生
産
物
自
)
債
格
が
不
獲
で
あ
る
場
舎
に
得
ら
る
べ
舎
最
少
生
産
費
が
達
せ
ら
れ
る
矯
め
に
は
、
零
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
-

そ
こ
で
、

o 
11 

'--、e ~:.. 

E 時

'Q 

十

r 
'Q 
M 

← 

と
言
ふ
式
が
得
ら
れ
る
。

従
ヲ
て
此
の
方
程
式
仰
が
他
の

司-↑同
D
H守山マ

)
L』
-

(
担
)

均
衡
諸
方
程
式
?
と
共
に
存
立
す
る
時
に
均
衡
は
達
せ
ら
れ
る
。

慮
に
於
け
る
?
だ
け
町
生
産
係
数
白
う
ち
一
つ
例
へ
ば
町
は
、
他
の
も
の
句

(
所
が
て
今
方
程
式
同
白
み
を
眼
中
に
置
い
で
考
ふ
る
に
、
其

伽
〈
此
田
市
場
合
と
れ
等
は
街
立
な
る
鑓
数
で
あ
る
が
)
の
嗣
教
で
あ

4
h
〉
し
別
府
'
J
W
3

ω

と
J
E
-
-
f
d
e

杭
づ
て
九
万
引
叫
内
山
川
か
む
刊
次
目
如
曹
耕
一
刈
粁
中
叫
が
成
立
し
伺
る
ゆ

「
A

H

'
一(S
i
h回
「
十
日
官
)
山

2
1』
M
H
(
)
u
e

-。
n
a】一
N

等
の然
諸 る
方に
程遠
式分
2が 白α11

成 司α目

立
し
得 白α1γ

るは
魚全
め然
に伍
は意
常で
デJZ あ
、 る

夫。
白従

諸つ
方て
程之

式
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

目
付
F
牛

S
H
P
i
-
-
・・

5

作
円

n
a凶
M

q

g

岡崎

そ
れ
は
生
産
係
数
が
T

ケ
あ
る
場
合
に
は
?
同
ケ
白
方
程
式
を
含
ん
で
ゐ
る
ー
ー
に
代
入
ナ
る
事
が
出
来
る
。
此
白
諸
方
程
式
に
方
程
式

ωを
加
へ

町
山

方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
そ
と
で
問
題
は
完
全
に
解
決
さ
れ
る
。
」

+
喝
、
日
(
}

方
程
式
刷
か
ら
ん
引
の
一
偏
微
分
を
得
、

そ
れ
を
此
の
程
系

1
1・

る
な

b
ば、

T

ケ
白
、
即
ち
未
知
数
(
生
産
係
敷
町
四

---t
と
同
数
だ
け
の
、

若
し
町
の
生
産
に
つ
い
て
の
与
で
な
〈
、
す
べ
て
の
生
産
物
に
づ
い
て
代
用
の
法
則
が
行
は
れ
る
な
ら
ば
、
上
漣
白
所
論
が
ナ
ベ
で
の
生
産
物
に
就

い
て
遁
畑
さ
れ
る
。
即
ち
此
の
一
群
白
方
程
式
山
仰
は
「
均
衡
白
状
替
に
於
て
前
謹
白
諸
方
室
内
組
織
・
:
入
札
阿
川
仰
向
)
と
共
に
存
立
し
な
け
れ
ば
な

b
ぬ
。
」

白
で
あ
る
。
而
し
て
忍
の
所
謂
疑
問
は
、
此
白
方
程
式
組
織
仰
に
於
い
て
生
産
財
の
債
格
れ

:
-
P
が
一
思
所
奥
の
も
の
と
考
へ

b
れ
て

ゐ
る
事
白
意
味
に
閲
す
る
。

設

鶴
居
理
論
白
一
考
察

苑

第
三
十
一
巻

七

大ム

第
五
時
現

一
一一

ー

し

l
h

日

h
H
l
f
m制作
w
h
U
J
d
k

Vilfredo Pareto: Manuel D' iecoromie Politiglle， '927， 'P.63空 4 但 L前との連絡
の矯めに符舎を書き改めた 大積，高問機授著L債格正絹占寸278-281頁及び同著
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設

苑

錨
暦
理
論
の
一
考
察

第
三
十
一
巻

七
四
O

第
五
競

四

A
1
ナ
べ
で
白
産
物
に
ワ
い
て
代
用
白
方
法
が
行
は
れ
る
も
?
と
仮
定
し
で
其
の
場
合
に
於
け
る
全
慢
系
を
九
る
に
、
其
庭
に
含
ま
れ
る
方
程
式
は
、

方
程
式
組
織
仰
に
於
い
で
弘
ヶ
、
仰
に
於
い
で

n
ヶ
、
向
に
於
い
で
T

ヶ
、
仰
に
於
い
て
7

ヶ
、
仰
に
於
い
て

m
ヶ
、
合
計
(
日
三
寺
+
回
る
で
あ
る

が
、
今
若
し
生
産
財
白
債
格
引
-

h

u

を
既
知
数
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
全
鱈
系
に
含
ま
れ
る
来
知
般
の
数
は
、
主
産
物
の
債
格
問
う
曹
mm

ヶ
、
其
白

需
要
量
に
つ
き

n
ヶ
、
其
の
供
給
量
に
ワ
曹

η
ヶ
、
生
産
財
白
供
給
量
に
ウ
曹
T

ヶ
、
生
産
係
数
に
つ
骨
附
ヶ
、
合
計

(
u
s
l
J
?す
)
と
な
り
、
結
局

7

ケ
だ
け
の
徐
分
の
方
程
式
か
含
ま
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ

H
、
従
っ
て
、
1

問
題
は
完
全
に
解
決
」
し
で
は
居
ら
な
い
の
で
あ
る
。
教
授
が
、
「
此

際
、
既
に
生
産
手
段
敷
量
・
生
産
手
段
償
格
、
及
び
、
生
産
物
の
需
給
幽
敷
が
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
生
産
物
領
特
及
び
生
産
物
教
量
の
均
衡
的

組
織
が
確
立
ぜ

b
札
む
事
を
求
め
る
。
そ
れ
に
あ
り
で
は
、
費
用
原
則
が
文
飢

L
、
ナ
式
て
の
生
産
手
段
が
残
り
な
〈
生
法
的
に
刺
用
せ
ら
れ
る
は

づ
で
あ
る
。
船
れ

E
も
斯
か
る
均
刊
が
川
上
め
仕
方
代
於
t
h
M
K
必
サ
質
現
叶
で
わ
る
ふ
と
百
」
己
と
の
保
菌
は
}
づ
も
な
い
c

此
賓
現
が
不
可
能
で

あ
る
や
う
に
見
え
る
と
、
生
産
手
段
債
格
が
国
型
化
し
な
け
れ
ば
な

b
向
。
」

5
 

に
反
勧
作
用
を
及
ぼ
ナ
こ
と
を
否
定
し
干
う
と
す
る
む
で
は
な
い
。
」

「
(
斯
か
る
場
合
に
)

終
端
間
的
事
態
が
生
産
手
段
の
債
格
の
組
織
の
上

「
(
而
も
)
第
一
夫
的
に
本
源
的
に
既
に
輿
へ
ら
れ
た
る
生
産
手
段
債
格
の
真

正
(
事
情
に
壁
9

る
で
つ
の
出
型
化
)
と
生
産
物
一
債
格
か
ら
の
そ
れ

E
T
n出
し
と
を
混
同
し
て
は
な
、
b
も
」
主
言
っ
て
居
ら
れ
る
白
も
、
此
の
故
で
は

な
い
か
と
思
ふ
。
然
し
な
が
ら
・
方
程
式
組
織
向
に
於
て
生
産
財
の
債
格
引

-
-
-
F
が
一
腹
所
典
の
も
の
と
し
で
取
扱
は
れ
る
の
は
、
決
し
で
、

般
均
衡
そ
の
も
白
ム
理
論
的
出
費
駐
か
ら
そ
れ
が
既
典
の
も

D
と
し
で
考
へ

b
れ
ね
ば
な
r
b

ぬ
と
言
ふ
事
を
意
味
ナ
る
の
で
は
な
(
、
皐
に
、
「
企
業

は
(
生
産
財
の
)
市
揚
の
債
格
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
、
直
接
そ
れ
を
醐
型
化
せ
し
め
苧
う
と
は
し
な
い
、
」

と
言
ふ
意
味
に
於
い
で
、
換
言
す
れ
ば
、

方
程
式
組
織
向
に
よ
ヲ
て
示
さ
れ
る
過
程
の
み
に
於
で
は
そ
れ
は
決
定
さ
れ
得
な
い
、
と
言
ふ
意
味
に
於
い
で
、
方
程
式
組
織
ゅ
の
構
成
に
際
し
で

そ
れ
が
一
牒
所
典
白
も
の
と
し
で
取
扱
は
れ
る
も
の
に
過
U
?
な
い
、
と
解
ナ
る
事
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
か
。
而
し
て
此
の
意
味
に
於
い
て
、

A
V
一〈

と
も
理
想
型
的
考
察
白
範
固
に
於
で
は
、
た
と
へ
代
用
の
法
則
白
行
は
れ
る
事
に
封
ナ
る
廟
腐
を
方
型
式
組
識
に
織
り
込
む
場
合
に
於
て
も
、
生
産

財
の
債
格
を
既
知
薮
と
ナ
る
を
要
せ
ず
、
従
つ
で
、
パ
レ
ト
の
知
〈
二
問
題
は
完
全
に
解
決
」
し
た
と
、

一
際
言
ひ
得
、
b
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
，
以

上
が
私
の
所
謂
疑
問
で
あ
る
が
、
然
し
バ
レ
ト
説
に
封
す
る
忍
白
理
解
は
非
常
に
不
充
分
で
あ
り
可
且
円

J

上
述
の
疑
問
が
果
し
て
教
授
の
設
へ
の
民

← 
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の
疑
問
で
あ
り
得
る
か
ど
う
か
も
、
勿
論
俄
に
決
憶
さ
れ
な
い
。
教
授
は
、
戎
は
「
勿
論
生
産
財
白
債
格
と
で
も
、
生
産
物
の
債
格
と
ふ
も
に
、

均
衡
に
於
て
確
定
せ
ら
る
べ
き
一
白
未
知
数
で
あ

h
o」
と
言
ひ
、
又
、
「
注
目
ナ
べ
き
と
と
は
、
問
(
例
)
白
方
程
式
組
織
を
構
成
す
る
と
己
ろ
の
す
べ

て
の
方
筏
式
が
与
な
、
生
産
財
の
債
絡
を
・
:
1
輿
〔
ら
れ
た
も
白
と
し
て
出
費
し
て
ゐ
る
。
云
々
、
」
と
一
言
ふ
場
合
に
も
、
「
よ
し
こ
れ
(
生
産
財
白

債
格
)
を
可
避
的
な
る
大
き
で
あ
る
と
見
る
に
せ
よ
い
と
言
ふ
事
を
、
括
弧
に
入
れ
て
加
へ
で
居

b
れ
る
の
で
あ
る
か

b
。

次
に
B
の
酷
は
、
生
産
財
の
憤
格
の
決
定
は
其
の
供
給
者
の
腰
の
据
え
方
の
み
に
よ
っ
て
は
鴻
さ
れ
得
な
い
さ

言
ふ
事
、
従
っ
て
業
の
決
定
力
に
は
限
界
が
あ
る
さ
言
ム
事
、
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
限
界
ざ
し

て
作
用
す
る
も
の
は
‘
轟
に
明
じ
し
た
所
の
企
業
者
の
態
度
で
あ
り
、
従
っ
て
格
局
に
於
て
、
生
産
物
に
劃
す

る
需
要
曲
線
で
あ
る
。
正
に
此
の
貼
に
於
い
て
、
且
つ
此
の
勤
の
み
に
於
い
て
、

而
し
て
、

円
内
庁
己

2-mHJmロ
乙
内

明
示
ユ
虫
色
。
口
の
思
想
が
保
持
さ
る
の
で
あ
ろ
。

四

最古

論

主
観
債
値
設
か
ら
経
済
枇
舎
の
金
曜
性
の
理
解
に
進
む
潟
め
の
鎖
錆
ざ
さ
れ
る
所
の
蹄
麗
理
論
は
、

財
の
慣
値
(
又
は
債
格
)
は
生
産
物
の
ぞ
れ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
ご
言
ふ
所
謂
『
巾

E
E
2
2
E
J〈
2
5
E
-
s

の
般
定
さ
、
又
往
々
に
し
て
、
二
、
其
の
決
定
は
生
産
財
の
生
産
的
貢
献
に
照
臆
し
て
品
局
さ
れ
る
さ
言
ふ
偲
定
、

一
、
生
産

さ
じ
よ
っ
て
支
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
後
者
は
、
生
産
財
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
る
債
値
を
某
の
生
産
的
貢
献
さ

看
倣
す
ご
言
ム
意
味
以
外
に
於

τは
、
許
き
れ
な
い
の
で
あ
り
、
此
の
賭
を
巌
密
に
す
る
事
は
、
正
に
其
の
故
に

腸
属
理
論
其
の
も
の
ま
で
も
否
定
さ
れ
ん
さ
す
る
事
に
鑑
て
も
、
極
め
て
重
要
で
ゐ
る
。
従
っ
て
問
題
は
専
ら
、

説

手E

蹄
屠
理
論
の
一
考
察

第
三
十
一
巻

七
四

第
五
披

五
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E
 i

J
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町
罰
則
自
由

f
J
N
f
l
i
r
i
-
-
r
h

説

第
三
十
一
巻

第
五
披

ム
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腸
居
理
論
の
一
考
察

Fヒ
四
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前
者
に
よ
っ
て
如
何
な
る
説
明
が
渇
ち
れ
如
何
に
反
駁
さ
さ
れ
来
っ
た
か
、
生
産
財
の
債
値
の
決
定
の
機
構
に
於

て
そ
れ
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
か
、
に
あ
る
一
υ

或
は
業
の
際
、
交
換
赴
舎
に
於
て
は
蹄
麗
は
市
場
の
珠
想
債

格
を
打
算
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
循
理
論
に
陥
ち
は
せ
ぬ
か
、
さ
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
理
論
的
仁

は
必
や
し
も
ぞ
う
で
は
な
い
。

師
麗
理
論
は
大
韓
快
除
理
論
ご
均
衡
理
論
さ
に
分
け
得
ら
れ
る
o

然
る
に
一
方
、
ぺ

1
ム
や

ν
ユ
ム
ベ
タ
ー
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
敏
除
理
論
の
方
向
営
最
も
理
想
型
的
に
展
開
す
る
時
仁
は
、
ク
ラ

l
グ
等
仁
よ
る
限
界
生
産

力
説
を
最
も
理
組
割
的
仁
展
開
し
わ
い
る
も
の
に
接
近
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
何
れ
に
せ
よ
、
ぞ
れ
伝
如
何
に
理

想
型
的
に
展
開
す
る
も
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
生
産
財
の
債
値
(
又
は
僧
格
)
は
生
産
物
の
そ
れ
さ
必
然
的

に
は
一
致
し
得
な
い
l
l
l
理
論
上
営
然
一
致
す
べ
き
場
合
に
も
l
l
ε
言
ふ
不
令
理
に
蹄
着
す
る
o

然
ら
ば
さ
て

T

イ
ヤ

1
の
如
く
、
映
一
除
債
値
を
軍
な
る
割
合
ご
見
直
す
進
み
方
も
、
許
き
れ
な
い
。
即
ち
快
除
理
論
は
到
底
成

立
し
得
な
い
。

他
方
、
ヲ
ィ

1
ザ
ー
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
均
衡
理
論
は
、
最
も
理
想
型
的
な
る
事
情
の
下
に
於
て
も
、
効
用

(
又
は
需
要
)
耐
数
ご
生
産
物
量
(
従
っ
て
生
産
財
の
供
給
事
情
及
び
生
産
係
敷
の
問
題
)
の
顧
慮
を
快
い
で
ゐ
る
翁

め
に
、
色
々
な
困
難
ど
牛
一
や
る
。
然
る
に
之
等
の
要
因
は
数
理
恨
の
一
般
均
衡
論
に
於
て
は
じ
め
て
充
分
に
顧
慮

さ
れ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ク
ィ

1
4ノ
1
設
は
営
然
数
理
況
に
導
〈
O

即
ち
今
般
h
ノ
に
、
数
理
探
の
盟
系
の
手
引
ご

し
て
役
立
っ
た
カ
フ
セ
Y

の
韓
系
を
見
る
に
、
勿
論
ぞ
れ
は
未

r不
充
分
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
兎
に
角
一
躍
の

解
決
が
得
ら
れ
る
。
然
し
そ
れ
は
先
十
、
一
、
生
産
財
の
債
格
ざ
供
給
量
さ
の
ニ
者
に
つ
い
て
只

r
一
つ
の
式
の



み
の
奥
へ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
事
、
二
、
財
の
分
割
さ
其
の
各
方
面
の
用
途
へ
の
移
動
が
自
在
で
あ
る
事
、
一
一
一
、
自

由
競
争
的
企
業
者
活
動
が
完
全
に
理
想
型
的
に
行
は
れ
る
事
(
従
っ
て
、
代
用
の
法
則
の
行
は
れ
る
時
に
の
み
生

産
財
の
債
格
の
決
定
に
評
債
作
用
が
働
く
さ
言
っ
て
限
界
生
産
力
説
ご
均
衡
論
さ
の
折
哀
を
求
め
た
プ
ァ
戸
ク
読
.

は
、
成
立
し
得
な
い
)
、
を
前
掲
す
る
の
で
あ
り
、
現
買
が
そ
う
し
た
仮
定
に
反
す
る
限
り
不
均
衡
は
免
れ
な
い
。

然
し
問
題
が
以
上
の
貼
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
生
産
物
の
債
値
(
又
は
債
格
)
に
よ
っ
て
生
産
財
の
そ
れ
が
決
定
さ
れ

る
ご
の
蝦
定
は
其
の
ま
、
許
さ
れ
る
が
、
生
産
耽
の
供
給
量
を
既
知
数
ざ
す
る
カ

J

セ
戸
の
保
定
(
を
の
清
め
に
彼

が
特
殊
の
困
難
に
陥
っ
て
ゐ
る
所
の
)
が
捨
て
ら
れ
其
の
供
給
者
の
態
度
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
ざ
す
れ
ば
、

生
産
物
の
憤
絡
が
一
万
的
に
生
産
財
の
債
格
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
生
産
対
の
供
給
者
の
態
度
も
其
の
決
定
じ

盗
興
す
る
事
じ
な
h
i

月
rz
三
2
i
m
E円

JFE--色
。
口
の
胆
定
に
根
本
的
修
正
が
加
〈
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

其
の
儲
定
は
た
い
当
、
生
産
財
の
供
給
者
の
態
度
さ
相
侯
っ
て
其
の
債
格
を
決
定
す
る
さ
言
ふ
賠
に
限
ら
れ
る
o

(
一
九
三

0
・
八
・
一
四
)

附
言己

本
稿
中
高
田
保
馬
教
授
の
勢
力
設
に
閥
ナ
る
質
問
と
し
て
誕
べ
た
所
(
木
挽
二
一

o
i
一
二
五
頁
)
は
、

貸
は
阜
に
私
信
に
過
ギ
な
か
っ

た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
嘗
然
削
除
ナ
く
か
り
し
も
の
で
あ
る
が
、
教
授
の
紋
漣
に
濁
し
て
同
様
白
質
疑
の
繰
返
さ
れ
ぎ
る
様
、
こ
れ
を
機
曾
に
説

明
を
加
へ
度
寺
旨
教
授
白
御
希
望
が
あ
っ
た
の
で
、
其
白
百
九
に
し
た
。
只
そ
れ
に
し
て
も
、
措
辞
拙
〈
、
思
は
ざ
る
失
糟
を
冒
せ
る
所
無
き
か

を
恐
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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